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(57)【要約】
　本発明は、衛生物品のための包装ユニットと、このよ
うなユニットを形成する方法とを提供する。包装ユニッ
トは、内面と外面とを有する材料のシートから形成され
、内面は、内側縁部と外側縁部とを備える縁帯域を備え
る。シートは、シートを第１の領域と第２の領域とに分
割する少なくとも１つの第１の折り畳み軸を有する。第
１の領域の縁帯域の内側縁部および外側縁部の一方が、
再封止可能な接着剤を提供され、それにより第１の接着
剤帯域を形成し、第１の領域の縁帯域の内側縁部および
外側縁部の他方が、接着剤無しである。さらに、第１の
領域の接着剤を担持する縁部に対応する第２の領域の縁
帯域の内側縁部または外側縁部が接着剤無しであり、そ
のため、シートが第１の折り畳み軸の周りに折り畳まれ
るとき、第１の領域における再封止可能な接着剤を担持
する縁部が第２の領域における接着剤無しの縁部と接触
させられる。少なくとも１つの第１の折り畳み軸と第１
の接着剤帯域との間の距離が、１ｍｍ～２０ｍｍであり
、好ましくは２ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ましくは
３ｍｍ～１５ｍｍである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛生物品のための包装ユニット（１、３０１）であって、前記包装ユニットが材料のシ
ートから形成され、前記シートが内面（２、３０２）と外面（３、３０３）とを有し、前
記内面（２、３０２）が、内側縁部と外側縁部とを備える縁帯域（４、３０４）を備え、
前記シートが少なくとも１つの第１の折り畳み軸（９、３０９）を有し、前記第１の折り
畳み軸（９、３０９）が前記シートを第１の領域（１０、３１０）と第２の領域（１１、
３１１）とに分割し、前記第１の領域（１０、３１０）の前記縁帯域の前記内側縁部（５
、３０５）および前記外側縁部（６、３０６）の一方が、再封止可能な接着剤（１２）を
提供され、それにより第１の接着剤帯域を形成し、前記第１の領域（１０、３１０）の前
記縁帯域の前記内側縁部（５、３０５）および前記外側縁部（６、３０６）の他方が接着
剤（１２）無しであり、前記第１の領域（１０、３１０）の前記接着剤を担持する縁部に
対応する前記第２の領域（１１、３１１）の前記縁帯域の前記内側縁部（８）または前記
外側縁部（９）が接着剤無しであり、そのため、前記シートが前記第１の折り畳み軸（９
、３０９）の周りに折り畳まれるとき、前記第１の領域（１０、３１０）における前記再
封止可能な接着剤（１２）を担持する縁部が前記第２の領域（１１、３１１）における前
記接着剤無しの縁部と接触させられる包装ユニット（１、３０１）において、前記少なく
とも１つの第１の折り畳み軸（９、３０９）と前記第１の接着剤帯域との間の距離ｄ１が
、１ｍｍ～２０ｍｍであり、好ましくは２ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ましくは３ｍｍ
～１５ｍｍであることを特徴とする包装ユニット（１、３０１）。
【請求項２】
　前記第１の領域（１０、３１０）の前記接着剤を担持する縁部と相補的である前記第２
の領域（１１、３１１）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の一方が接着剤
無しである、請求項１に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項３】
　前記第１の領域（１０、３１０）の前記接着剤を担持する縁部と相補的である前記第２
の領域（１１、３１１）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の一方が、再封
止可能な接着剤（１２）を提供され、それにより第２の接着剤帯域を形成する、請求項１
に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１の折り畳み軸（９、３０９）と前記第２の接着剤帯域との間
の距離ｄ２が、１ｍｍ～２０ｍｍであり、好ましくは２ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ま
しくは３ｍｍ～１５ｍｍである、請求項３に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項５】
　材料の前記シートが、実質的に長方形のものであり、長手方向縁と、第１および第２の
横断縁と、角部と、を備え、材料の前記シートの前記第１および第２の領域の前記縁帯域
が前記長手方向縁に沿って配置される、請求項１から４のいずれか一項に記載の包装ユニ
ット（１、３０１）。
【請求項６】
　材料の前記シートが、第１および第２の横断縁帯域（４’、３０４’、３０４＊）を備
え、前記第１および第２の横断縁帯域（４’、３０４’、３０４＊）の少なくとも一方の
少なくとも一部分が、再封止可能な接着剤（１２）を提供される、請求項５に記載の包装
ユニット（１、３０１）。
【請求項７】
　前記第１の領域（１０、３１０）の前記第１の横断縁帯域の一部分が、再封止可能な接
着剤（１２）を提供され、一方、前記第１の領域（１０、３１０）の前記第１の横断縁帯
域の残りの部分が、接着剤無しであり、前記第２の領域（１１、３１１）の前記第２の横
断縁帯域の一部分が、再封止可能な接着剤（１２）を提供され、一方、前記第２の領域（
１１、３１１）の前記第２の横断縁帯域の残りの部分が、前記第１の領域（１０、３１０
）の前記第１の横断縁帯域と相補的な様態で接着剤無しであり、そのため、前記シートが
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前記第１の折り畳み軸（９、３０９）の周りに折り畳まれるとき、前記第１の領域（１０
、３１０）における前記再封止可能な接着剤（１２）を担持する横断縁部が前記第２の領
域（１１、３１１）における前記接着剤無しの横断縁部と接触させられ、前記第２の領域
（１１、３１１）における前記再封止可能な接着剤（１２）を担持する横断縁部が前記第
１の領域（１０、３１０）における前記接着剤無しの横断縁部と接触させられる、請求項
５に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項８】
　前記角部のうちの少なくとも１つが、把持タブが形成されるように再封止可能な接着剤
（１２）の無い、請求項５から７のいずれか一項に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項９】
　前記シートが、前記シートを前記第１の領域（３１０）と前記第２の領域（３１１）と
第３の領域（３１２）とに分割する第１および第２の折り畳み軸（３０９、３０９’）を
有し、前記第３の領域（３１２）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の一方
が、再封止可能な接着剤（１２）を提供され、それにより第３の接着剤帯域を形成する、
請求項１から４のいずれか一項に記載の包装ユニット（３０１）。
【請求項１０】
　前記シートが、前記シートを前記第１の領域（３１０）と前記第２の領域（３１１）と
第３の領域（３１２）とに分割する第１および第２の折り畳み軸（３０９、３０９’）を
有し、前記第３の領域（３１２）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部が、接
着剤無しである、請求項３または４に記載の包装ユニット（３０１）。
【請求項１１】
　前記第２の折り畳み軸（３０９’）と前記第３の接着剤帯域との間の距離ｄ３が、１ｍ
ｍ～２０ｍｍであり、好ましくは２ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ましくは３ｍｍ～１５
ｍｍである、請求項９に記載の包装ユニット（３０１）。
【請求項１２】
　前記シートが、前記第１、第２、および第３の領域（３１０、３１１、３１２）が重な
り合う構成において、前記折り畳み軸（３０９、３０９’）に沿って折り畳まれる、請求
項９から１１のいずれか一項に記載の包装ユニット（３０１）。
【請求項１３】
　前記横断縁帯域のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分が、再封止可能な接着剤（
１２）を提供される、請求項９から１２のいずれか一項に記載の包装ユニット（３０１）
。
【請求項１４】
　前記シートが、不透明である、および／または、印刷を含む、請求項１から１３のいず
れか一項に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項１５】
　前記再封止可能な接着剤（１２）が、本質的に無制限な開放時間を伴う感圧接着剤であ
る、請求項１から１４のいずれか一項に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項１６】
　前記包装ユニット（１、３０１）が再密閉可能である、請求項１から１５のいずれか一
項に記載の包装ユニット（１、３０１）。
【請求項１７】
　材料のシートから、衛生物品のための包装ユニット（１、３０１）を形成する方法であ
って、
　内面（２、３０２）と外面（３、３０３）とを有するシートを提供するステップであっ
て、前記内面（２、３０２）が、内側縁部と外側縁部とを備える縁帯域（４、３０４）を
備え、前記シートが少なくとも１つの第１の折り畳み軸（９、３０９）を有し、前記第１
の折り畳み軸（９、３０９）が前記シートを第１の領域（１０、３１０）と第２の領域（
１１、３１１）とに分割する、ステップと、
　前記第１の領域（１０、３１０）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の一



(4) JP 2017-521142 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

方に、再封止可能な接着剤（１２）を提供するステップであって、そのため、前記第１の
領域（１０、３１０）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の他方が接着剤無
しであり、それにより第１の接着剤帯域を形成し、前記第１の領域（１０、３１０）の前
記接着剤を担持する縁部に対応する前記第２の領域（１１、３１１）の前記縁帯域の前記
内側縁部または前記外側縁部が接着剤無しであり、前記少なくとも１つの第１の折り畳み
軸と前記第１の接着剤帯域との間の距離ｄ１が、１ｍｍ～２０ｍｍであり、好ましくは２
ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ましくは３ｍｍ～１５ｍｍである、ステップと、
　前記シートを前記第１の折り畳み軸（９、３０９）の周りに折り畳むステップであって
、そのため前記第１の領域（１０、３１０）における前記再封止可能な接着剤（１２）を
担持する縁部が前記第２の領域（１１、３１１）における前記接着剤無しの縁部と接触さ
せられる、ステップと、
を含む方法。
【請求項１８】
　前記第１の領域（１０、３１０）の前記接着剤を担持する縁部と相補的である前記第２
の領域（１１、３１１）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の一方に、再封
止可能な接着剤（１２）を提供し、それにより第２の接着剤帯域を形成するステップをさ
らに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第２の接着剤帯域と前記第１の折り畳み軸との間の距離ｄ２が、１ｍｍ～２０ｍｍ
であり、好ましくは２ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ましくは３ｍｍ～１５ｍｍである、
請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記シートが、前記シートを前記第１の領域（３１０）と前記第２の領域（３１１）と
第３の領域（３１２）とに分割する第１および第２の折り畳み軸（３０９、３０９’）を
有し、前記第３の領域（３１２）が、内側縁部と外側縁部とを備える縁帯域を有し、前記
方法が、
　前記第３の領域（３１２）の前記縁帯域の前記内側縁部および前記外側縁部の一方に、
再封止可能な接着剤（１２）を提供し、それにより第３の接着剤帯域を形成するステップ
と、
　前記第１、第２、および第３の領域（３１０、３１１、３１２）が重なり合う構成で配
置されるように前記シートを折り畳むステップと、
をさらに含む、請求項１７から１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第３の接着剤帯域と前記第２の折り畳み軸との間の距離ｄ３が、１ｍｍ～２０ｍｍ
であり、好ましくは２ｍｍ～１８ｍｍであり、より好ましくは３ｍｍ～１５ｍｍである、
請求項２０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新たな衛生物品を包装するときと、使用された衛生物品の廃棄のときとの両
方で、密封された包装を提供する、衛生物品のための包装ユニットに関する。本発明は、
包装ユニットを形成するための方法にさらに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生理用ナプキンおよび下り物シートなどの廃棄可能な衛生物品は、通常、例えば簡単な
包みまたは単一の包みにおいて、個別に包装される。個別の包装は、例えばハンドバッグ
において、将来の使用のための単一の物品の衛生的な持ち運びを容易にする。個別の包装
の縁は、超音波溶接または加熱溶接を用いて、しばしば封止される。さらに、包装ユニッ
トは、未使用の物品を包装するための手段としてと、使用された物品の廃棄のための手段
としてとの両方でしばしば使用される。
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【０００３】
　この種類の使用された物品は、個別に衛生的に廃棄できることが望ましい。これは、例
えばトイレの場所に利用可能な廃棄物の入れ物が無いときといった、使用された物品が交
換された直後に使用者が使用された物品を廃棄する可能性を欠くとき、特に重要であり得
る。この場合、使用者は、例えばハンドバッグまたはバックパックに、使用された物品を
入れる必要があり得るが、これは、汚れや臭いを回避するために、包装を適切に封止する
ことを必要とする。
【０００４】
　廃棄の問題に対処する一つの解決策が特許文献１において提案されており、特許文献１
は、シートを第１の領域と第２の領域とに分割する少なくとも１つの折り畳み軸を有する
シートから形成される包装ユニットを記載している。第１の領域の内面は内側縁部と外側
縁部とを備え、それら縁部の一方が接着剤を提供され、それら縁部の他方は接着剤無しで
ある。さらに、第２の領域の内側縁部および外側縁部の一方が、第１の領域と相補的な様
態で、接着剤を提供されるか、または、接着剤無しであるかのいずれかである。したがっ
て、シートが折り畳み軸の周りで折り畳まれるとき、第１の領域に接着剤を担持する縁部
は、第２の領域の接着剤の無い縁部と接触させられ、第２の領域に接着剤を担持する縁部
は、第１の領域の接着剤の無い縁部と接触させられる。特許文献１で開示されている包装
ユニットは、新たな衛生物品を包装するときと、包装ユニットが汚れた衛生物品の廃棄の
ために使用されるときとの両方で、向上された封止を提供する。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載されている包装ユニットの製造工程は、接着剤を担持
する縁部の存在によって悪影響を受け得ることが示され得る。例えば、折り畳むステップ
の間、包装ユニットの縁部に配置された接着剤が折り畳み工具によって捕らえられ、これ
が、包装ユニットから工具への接着剤の移動を引き起こしたり、不正確な折り畳みをもた
らしたりすることになる。両方の場合において、包装ユニットの製造は損なわれることに
なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２０１３／１６２４３０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、新たな衛生物品を包装するためと、使用された衛生物品の衛生的な維持お
よび廃棄のためとの両方で使用でき、美的訴求力があり、製造を容易にする包装ユニット
に対する要求がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、衛生物品のための包装ユニットと、包装ユニットを形成する方法とを提供し
、これは、前述した包装ユニットの決定を実質的に排除する。
【０００９】
　本発明は、新たに物品と使用された物品との両方のためのぴったりとした包装を形成す
る可能性を提供する包装ユニットを提供し、それにより新たな物品を使用前に衛生的およ
び清浄に保ち、使用された物品が包装されるときに汚れ、および、臭いの危険性を排除す
る。包装ユニットは、開いて再封止するのが容易であり、美的訴求力がある。さらに、本
発明による包装ユニットは、製造を容易にする。
【００１０】
　本明細書で使用されているように、「内面」という用語は、包装ユニットの内側に位置
決めされる製品を向く包装ユニットの面に言及しており、「外面」という用語は、内面と
反対の面、つまり、周囲環境を向く面に言及している。
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【００１１】
　「縁帯域」という用語によって、包装ユニットの縁に隣接する包装ユニットの部分が意
味されている。縁帯域の幅は変わってもよい。
【００１２】
　「内側縁部」という用語は、包装ユニットの中心線に向かって位置決めされる縁帯域の
部分に言及している。
【００１３】
　「外側縁部」という用語は、包装ユニットの縁に向かって位置決めされる縁帯域の部分
に言及している。
【００１４】
　「単層」という用語によって、首尾一貫した材料の単一の層を含む包装ユニットが意味
されている。単層包装ユニットの例は、ポリエチレン膜などのプラスチック膜、不織材料
、金属箔などであり得る。単層材料は、統合された層を含むプラスチック膜材料などの非
同種の材料、または、異なる材料の部分で異なる繊維組成を有する不織材料であり得る。
本明細書で使用されているような単層材料は、分離可能な層を有する材料を含まない。
【００１５】
　「積層」という用語によって、包装ユニットが、同じまたは異なる可能性のある少なく
とも２つの合体された分離可能な材料の層を備えることが意味されている。本発明の文脈
において、積層は、例えば、２つの分離可能なプラスチック膜の層、膜および不織布、２
つの不織布の層、または同種のものから構成され得る。
【００１６】
　「再封止可能な接着剤」という用語によって、２つの接着面の間に非永久的な接着結合
、つまり、接着に引っ張り力を加えることで分けられ、接着に押し付け力を加えることで
再現され得る結合を、提供する接着剤が意味されている。
【００１７】
　本発明による衛生物品のための包装ユニットは、内面と外面とを有する材料のシートか
ら形成される。内面は、内側縁部と外側縁部とを備える縁帯域を備える。包装ユニットは
、シートを第１の領域と第２の領域とに分割する少なくとも１つの第１の折り畳み軸を有
する。第１の領域の縁帯域の内側縁部および外側縁部の一方が、再封止可能な接着剤を提
供され、それにより第１の接着剤帯域を形成し、第１の領域の縁帯域の内側縁部および外
側縁部の他方が、接着剤無しである。さらに、第１の領域の接着剤を担持する縁部に対応
する第２の領域の縁帯域の内側縁部または外側縁部が接着剤無しであり、そのため、シー
トが第１の折り畳み軸の周りに折り畳まれるとき、第１の領域における再封止可能な接着
剤を担持する縁部が第２の領域における接着剤無しの縁部と接触させられる。少なくとも
１つの第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯域との間の距離が、１～２０ｍｍであり、好ま
しくは２～１８ｍｍであり、より好ましくは３～１５ｍｍである。
【００１８】
　第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯域との間にこのような距離を設けることで、第１の
折り畳み軸と第１の接着剤帯域との間に接着剤の無い部分を作り出す。したがって、折り
畳み工具は、第１の接着剤帯域に配置された再封止可能な接着剤によって捕らえられる危
険性なく、第１の折り畳み軸に位置決めできる。
【００１９】
　第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯域との間の距離は、包装ユニットの寸法および縁帯
域の大きさに依存して変えられてもよい。また、第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯域と
の間の距離は、折り畳み工具のための十分な空間を提供しつつ、新たな物品と使用された
物品との両方の周りで十分に密封された包装を形成する可能性をなおも提供するように、
最適化されるべきである。
【００２０】
　本発明の包装ユニットと共に使用される適切な再封止可能な接着剤は、接着剤が別の基
材にいつでも結合できることを意味する無制限な開放時間を有する感圧接着剤である。



(7) JP 2017-521142 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

【００２１】
　包装ユニット共に使用される再封止可能な接着剤は、非常に大きな自己接着性を有する
が、剥離剤で処理されているプラスチック材料または紙などの他の材料から容易に分離ま
たは剥離され得るものである。本発明による包装ユニットの主要な利点は、新たな衛生物
品が取り出されようとしているときに完全に開かれ得ることである。それと比較して、接
着剤で被覆された縁部が互いと接触している接着剤で封止された縁を有する先行技術の包
装は、接着剤で封止された縁の接着強度が大き過ぎ、包装を完全に開こうとするあらゆる
試みが、包装ユニットの破れおよび破損を概してもたらすことになり、包装ユニットを、
使用された物品の個別の衛生的な廃棄に使用できなくさせてしまう。包装ユニットが折り
畳まれるとき、本発明の包装ユニットの接着剤で被覆された縁部は互いと接触していない
ため、包装ユニットは容易に開いて再封止でき、ぴったりとした廃棄パッケージを提供す
る。同時に、本発明の接着剤パターンを用いる包装ユニットの接着剤で封止された縁の引
張強度は、新たな物品と使用された物品との両方についてぴったりとした包装を提供する
のに十分であると共に、容易に開かられる包装を提供するだけの小ささである。
【００２２】
　シートの幾何学的形状は、包装される衛生物品の種類に依存して異なってもよい。シー
トは、円形、三角形、正方形、長方形、または、包装される衛生物品にとって適した任意
の他の形であり得る。しかしながら、シートは少なくとも１つの対称軸を有することが望
ましい。
【００２３】
　本発明による包装ユニットでは、第１の領域の接着剤を担持する縁部と相補的である第
２の領域の縁帯域の内側縁部および外側縁部の一方が接着剤無しであり得る。別の言い方
をすれば、第２の領域の縁帯域、つまり、第２の領域の内側縁部および外側縁部の両方は
、接着剤無しであり得る。このような実施形態では、包装は、第１の接着剤帯域に提供さ
れた再封止可能な接着剤を用いて封止され、これは、再封止可能な接着剤の消費を最小限
にするという利点を有する。一方、第１の接着剤帯域の幅は、適切な封止強度を提供する
ために十分であるべきである。
【００２４】
　別の実施形態によれば、第１の領域の接着剤を担持する縁部と相補的である第２の領域
の縁帯域の内側縁部および外側縁部の一方が、再封止可能な接着剤を提供され得、それに
より第２の接着剤帯域を形成する。このような実施形態では、包装ユニットが第１の折り
畳み軸の周りで折り畳まれるとき、第１の領域に再封止可能な接着剤を担持する縁部は、
第２の領域の接着剤の無い縁部と接触させられ、第２の領域に再封止可能な接着剤を担持
する縁部は、第１の領域の接着剤の無い縁部と接触させられる。
【００２５】
　第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯域との間の距離が、第２の接着剤帯域の再封止可能
な接着剤によって折り畳み工具が捕らえられる危険性なく、折り畳み工具を第１の折り畳
み軸において位置決めできるだけの十分な大きさである場合、第２の接着剤帯域の長手方
向延在は、第２の領域の長手方向延在と等しくてもよい。好ましくは、第１の折り畳み軸
と第２の接着剤帯域との間の距離は、折り畳み工具を位置決めするための空間が第１の折
り畳み軸のどちらかの側に作り出されるように、１～２０ｍｍであり、好ましくは２～１
８ｍｍであり、より好ましくは３～１５ｍｍである。第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯
域との間の距離と、第１の折り畳み軸と第２の接着剤帯域との間の距離は、同じであって
もよく、または、異なってもよい。
【００２６】
　前述したように、包装ユニットは、少なくとも１つの第１の折り畳み軸を備える。折り
畳み軸の数は、包装ユニットがどのように折り畳まれるように意図されているかに依存し
て、異なってもよい。包装ユニットが１つから３つの間の折り畳み軸を備えることが好ま
しい。
【００２７】
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　包装ユニットを形成するための材料のシートの広がっている形は、正方形または長方形
である。本発明によるこのようなシートは、長手方向縁、第１の横断縁、および第２の横
断縁としてここでは言及される側縁と、角部とを有し、材料のシートの第１および第２の
領域の縁帯域は、長手方向縁に沿って配置される。したがって、再封止可能な接着剤で覆
われる縁部と、接着剤の無い縁部とは、長手方向縁に沿って位置決めされる。好ましくは
、外側縁部に配置される再封止可能な接着剤は、シートの長手方向縁までずっと延びるよ
うに位置決めされる。
【００２８】
　接着剤で被覆された縁部の幅は、望まれる接着剤の強度に依存して異なってもよい。接
着剤で被覆された縁帯域がより幅広になると、封止がより強くなる。接着剤で被覆された
縁部の幅は、異なる領域において、同じであってもよく、または、異なってもよい。
【００２９】
　材料のシートは、本発明による包装ユニットが形成される材料のシートの横断縁に沿っ
て配置される第１および第２の横断縁帯域を備えてもよい。第１の横断縁帯域は、第１の
領域の横断縁に設けられる。第２の横断縁帯域の位置決めは、折り畳み軸の数に依存する
。包みシートが１つの折り畳み軸を備えるとき、第２の横断縁帯域は第２の領域の横断縁
に配置される。包みシートが２つの折り畳み軸を備えるとき、第２の横断縁帯域は第３の
領域の横断縁に配置され、以下同じように続く。
【００３０】
　好ましくは、包装ユニットの第１の領域の第１の横断縁帯域は再封止可能な接着剤を提
供され、一方、包みシートの第２の横断縁帯域は接着剤無しである。包みシートが１つの
折り畳み軸を備えるとき、第１の領域の第１の横断縁帯域の一部分は第１の再封止可能な
接着剤を提供され、一方、第１の領域の第１の横断縁帯域の残りの部分は接着剤無しであ
り、第２の領域の第２の横断縁帯域の一部分は第１の接着剤を提供され、一方、第２の領
域の第２の横断縁帯域の残りの部分は、第１の領域の横断縁帯域と相補的な様態で接着剤
無しである。したがって、包装ユニットが第１の折り畳み軸の周りで折り畳まれるとき、
第１の領域に再封止可能な接着剤を担持する横断縁部は、第２の領域の接着剤の無い横断
縁部と接触させられ、第２の領域に第１の再封止可能な接着剤を担持する横断縁部は、第
１の領域の接着剤の無い横断縁部と接触させられる。また、包装ユニットの第１の横断縁
帯域と第２の横断縁帯域との両方は、包装ユニットが少なくとも２つの折り畳み軸を備え
るとき、再封止可能な接着剤を提供され得る。
【００３１】
　開くのを容易にするために、角部のうちの少なくとも１つは、把持タブが形成されるよ
うに再封止可能な接着剤が無くてもよい。
【００３２】
　前述したように、個別に包まれた衛生製品についての最も共通した折り畳みパターンの
１つは、いわゆるｅ字形の折り畳みである。この場合、シートは、シートを第１の領域と
第２の領域と第３の領域とに分割する第１の折り畳み軸と第２の折り畳み軸とを有する。
したがって、第１、第２、および第３の領域が重なり合う構成でシートが折り畳み軸に沿
って折り畳まれる包装ユニットが、形成され得る。
【００３３】
　新たな衛生物品を包装するときと、使用された衛生物品のために廃棄包装を形成すると
きとの両方でぴったりとした包装を得るために、第３の領域の縁帯域の内側縁部および外
側縁部の一方が再封止可能な接着剤を提供され、それにより第３の接着剤帯域を形成する
。
【００３４】
　第３の接着剤帯域は、第３の領域の縁帯域の内側縁部または外側縁部のいずれかに位置
決めされ得る。したがって、第３の接着剤帯域は、第１の接着剤帯域を備える縁部と相補
的であるか、または、その縁部に対応するかのいずれかである第３の領域の縁部に位置決
めされ得る。
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【００３５】
　第２の領域が、再封止可能な接着剤を提供される第１の領域の縁部と相補的である縁部
に配置される第２の接着剤帯域を備え、第３の接着剤帯域が、再封止可能な接着剤を提供
される第１の領域の縁部に対応し、第２の接着剤帯域の位置決めと相補的である第３の領
域の縁部に提供されるとき、再封止可能な接着剤のチェス盤のパターンが、長手方向縁帯
域の各々に沿って形成される。このような実施形態では、包装ユニットの折り畳みが、第
１の折り畳み軸および第２の折り畳み軸のいずれかの周りで開始され得る。
【００３６】
　第２の領域が、再封止可能な接着剤を提供される第１の領域の縁部と相補的である縁部
に配置される第２の接着剤帯域を備え、第３の接着剤帯域が、再封止可能な接着剤を提供
される第２の領域の縁部に対応し、第１の接着剤帯域の位置決めと相補的である第３の領
域の縁部に提供されるとき、新たな衛生物品を含む包装の折り畳みは第１の折り畳み軸の
周りで開始され、そのため、第１の領域の接着剤で被覆された縁部は、第２の領域の接着
剤の無い部分と接触させられ、第２の領域の接着剤で被覆された部分は、第１の領域の接
着剤の無い部分と接触させられる。続く第２の折り畳み軸の周りの折り畳みは、第３の領
域の内面を第１の領域の外面と接触させ、それにより蓋を形成し、包装を封止する。この
ような実施形態による包装ユニットが汚れた物品の廃棄のために使用される場合、包装ユ
ニットが廃棄のために使用されるとき、包装ユニットの再密閉可能性を維持することはも
はや要件ではないため、包装ユニットの折り畳みは、第１の折り畳み軸および第２の折り
畳み軸のいずれかの周りで開始されてもよい。
【００３７】
　第２の領域が、再封止可能な接着剤を提供される第１の領域の縁部と相補的である縁部
に配置される第２の接着剤帯域を備えるとき、第３の領域の縁部は接着剤無しである。こ
のような実施形態では、包装ユニットの折り畳みは第２の折り畳み軸の周りで開始され、
そのため、第２の領域の接着剤で被覆された縁部は、第３の領域の接着剤の無い部分と接
触される。続く第１の折り畳み軸の周りの折り畳みは、第１の領域の接着剤で被覆された
縁部を包装ユニットの第３の領域の外面と接触させ、それにより封止された包装を形成す
る。
【００３８】
　第２の領域が第２の接着剤帯域を備えるとき、第２の折り畳み軸と第２の接着剤帯域と
の間の距離は、１～２０ｍｍであり、好ましくは２～１８ｍｍであり、より好ましくは３
～１５ｍｍである。
【００３９】
　第２の領域の縁部が接着剤無しであるとき、第３の領域の内側縁部および外側縁部の一
方は再封止可能な接着剤を提供されなければならず、それにより第３の接着剤帯域を形成
する。第３の接着剤帯域は、第１の接着剤帯域を備える第１の領域の縁部と相補的である
か、または、その縁部に対応するかのいずれかである第３の領域の縁部に位置決めされ得
る。このような実施形態では、包装ユニットの折り畳みが、第１の折り畳み軸および第２
の折り畳み軸のいずれかの周りで開始され得る。
【００４０】
　好ましくは、第２の折り畳み軸と第３の接着剤帯域との間の距離は、折り畳み工具を位
置決めするための空間が第２の折り畳み軸のどちらかの側に作り出されるように、１～２
０ｍｍであり、好ましくは２～１８ｍｍであり、より好ましくは３～１５ｍｍであり得る
。第２の折り畳み軸と第２の接着剤帯域との間の距離と、第２の折り畳み軸と第３の接着
剤帯域との間の距離は、同じであってもよく、または、異なってもよい。
【００４１】
　２つの折り畳み軸を備える包装ユニットの横断縁帯域のうちの少なくとも１つの少なく
とも一部分は、前述のように、再封止可能な接着剤を提供され得る。好ましくは、第１の
領域または第３の領域の一方の横断縁帯域は、再封止可能な接着剤を提供される。このよ
うな実施形態では、折り畳むことは、接着剤の無い横断縁帯域を備える包装ユニットの領
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域に隣接する折り畳み軸の周りで開始されるべきであり、そのため、接着剤を担持する横
断縁帯域を備える領域の内面は、接着剤の無い横断縁帯域を備える領域の外面と接触させ
られ、それにより十分に密封された包装を形成する。
【００４２】
　包装ユニットを形成するためのシートは、ポリエチレン膜または不織布など、当業者に
知られている任意の適切な材料の単層のシートとできる。シートは、少なくとも２つの区
別できる層を含む積層であってもよい。衛生物品の包装に適した積層は、当業者に知られ
ていると考えられ、本発明について限定する任意の形ではない。
【００４３】
　望ましい場合、本発明による包装ユニットを形成するためのシートは、包装ユニットの
内容物を隠すために不透明であってもよく、これは、本発明の包装ユニットへと包まれた
使用された物品が交換直後に廃棄できない場合、特に重要である。さらに、シートは印刷
を含んでもよく、印刷は、使用者の注意をひきつけることと、使用者の気持ちを向上する
こととのために有益であり得る。
【００４４】
　本発明による包装ユニットを形成する材料のシートは、臭い抑制物質または臭い中和物
質を含んでもよい。このような物質は、例えば、被覆、活性化可能カプセル、含浸パッチ
など、当業者に知られている任意の適切な手法で適用できる。
【００４５】
　本発明による包装ユニットを形成するためのシートが伸縮可能または拡張可能であり得
ることは検討可能であり、これは、衛生物品が使用中に大きく変形される場合、有利とで
き、したがって、包装ユニットを変形することなく包むのは困難であり得る。
【００４６】
　本発明において使用される再封止可能な接着剤は、Ｈ．　Ｂ．　Ｆｕｌｌｅｒから入手
可能なＬｕｎａｔａｃｋ（登録商標）Ｄ６５６　ＢＤ　１９など、感圧ホットメルト接着
剤であり得る。
【００４７】
　本発明による包装ユニットが廃棄のために使用されるとき、使用者は、包装ユニットの
縁帯域における接着剤のパターンに係わらず、折り畳みの代わりに包装ユニットを巻き上
げることを選択してもよい。
【００４８】
　本発明による包装ユニットは、
　－　内面と外面とを有するシートを提供するステップであって、内面が、内側縁部と外
側縁部とを備える縁帯域を備え、シートが少なくとも１つの第１の折り畳み軸を有し、第
１の折り畳み軸がシートを第１の領域と第２の領域とに分割する、ステップと、
　－　第１の領域の縁帯域の内側縁部および外側縁部の一方に、再封止可能な接着剤を提
供するステップであって、そのため、第１の領域の縁帯域の内側縁部および外側縁部の他
方が接着剤無しであり、それにより第１の接着剤帯域を形成し、第１の領域の接着剤を担
持する縁部に対応する第２の領域の縁帯域の内側縁部または外側縁部が接着剤無しであり
、少なくとも１つの第１の折り畳み軸と第１の接着剤帯域との間の距離が、１～２０ｍｍ
であり、好ましくは２～１８ｍｍであり、より好ましくは３～１５ｍｍである、ステップ
と、
　－　シートを折り畳み軸の周りに折り畳むステップであって、そのため第１の領域にお
ける再封止可能な接着剤を担持する縁部が第２の領域における接着剤無しの縁部と接触さ
せられる、ステップと
　を含む方法によって製作され得る。
【００４９】
　方法は、
　－　第１の領域の接着剤を担持する縁部と相補的である第２の領域の縁帯域の内側縁部
および外側縁部の一方に、再封止可能な接着剤を提供し、それにより第２の接着剤帯域を
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形成するステップ
　をさらに含んでもよい。
【００５０】
　前述のように、第１の折り畳み軸において折り畳み工具を位置決めすることと、縁帯域
において配置される再封止可能な接着剤によって折り畳み工具が捕らえられる危険性を最
小限にすることとに向けて十分な空間を提供するために、第２の接着剤帯域は、第２の接
着剤帯域と第１の折り畳み軸との間の距離が、１～２０ｍｍであり、好ましくは２～１８
ｍｍであり、より好ましくは３～１５ｍｍであるように提供され得る。
【００５１】
　シートが、シートを第１の領域と第２の領域と第３の領域とに分割する第１の折り畳み
軸と第２の折り畳み軸とを有する場合、方法は、
　－　第３の領域の縁帯域の前記内側部および前記外側部の一方に、再封止可能な接着剤
を提供し、それにより第３の接着剤帯域を形成するステップと、
　－　第１、第２、および第３の領域が重なり合う構成で配置されるようにシートを折り
畳むステップと
　をさらに含み得る。
【００５２】
　前述のように、第２の折り畳み軸において折り畳み工具を位置決めすることと、縁帯域
において配置される再封止可能な接着剤によって折り畳み工具が捕らえられる危険性を最
小限にすることとに向けて十分な空間を提供するために、第３の接着剤帯域は、第３の接
着剤帯域と第２の折り畳み軸との間の距離が、１～２０ｍｍであり、好ましくは２～１８
ｍｍであり、より好ましくは３～１５ｍｍであるように提供され得る。
【００５３】
　ここで、本発明の実施形態が、添付の図面を参照しつつ、例を用いて記載されることに
なる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】１つの折り畳み軸を有する本発明による包装ユニットの図である。
【図２】折り畳まれた状態における図１で描写された包装ユニットの図である。
【図３】２つの折り畳み軸を有する本発明による包装ユニットの図である。
【図４】折り畳まれた状態における図３で描写された包装ユニットの図である。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　図１は、本発明による衛生物品のための包装ユニット１を描写している。包装ユニット
は、内面２と外面３とを有する材料のシートから形成されており、内面は、内側縁部５、
８と外側縁部６、７とを備える縁帯域４を備えている。包装ユニット１は、第１の横断縁
帯域４’と第２の横断縁帯域４”とをも備えている。シートは第１の折り畳み軸９を有し
ており、折り畳み軸９シートを第１の領域１０と第２の領域１１とに分割している。図１
に示しているように、第１の領域１０の縁帯域４の外側縁部６は、再封止可能な接着剤１
２を提供され、それにより第１の接着剤帯域１３を形成しており、一方、第１の領域１０
の縁帯域４の内側縁部５は接着剤無しである。図１で見ることができるように、第１の接
着剤帯域１３は第１の折り畳み軸９から距離ｄ１に配置されており、これは、折り畳み工
具が第１の折り畳み軸９に位置付けられるのに十分な空間を提供している。図１に示して
いるように、距離ｄ１は５ｍｍである。さらに、第２の領域１１の縁帯域４の内側縁部８
は、再封止可能な接着剤１２を提供され、それにより第２の接着剤帯域１３’を形成して
おり、一方、第２の領域１１の縁帯域４の外側縁部７は接着剤無しである。図１に描写し
ているように、第２の接着剤帯域１３’は、第１の折り畳み軸９から距離ｄ２に配置され
ており、距離ｄ２は５ｍｍである。また、第１の領域１０の第１の横断縁帯域４’は再封
止可能な接着剤１２を提供されており、一方、第２の領域１１の第２の横断縁帯域４”は
接着剤無しである。したがって、第１の領域１０における接着剤パターンは、第２の領域
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１１の接着剤パターンと相補的になっている。これは、図２に示すようにシートが第１の
折り畳み軸９の周りで折り畳まれるとき、第１の領域１０における再封止可能な接着剤１
２を担持する縁部６が、第２の領域１１における接着剤の無い縁部７と接触させられ、第
２の領域１１における再封止可能な接着剤１２を担持する縁部８が、第１の領域１０にお
ける接着剤の無い縁部５と接触させられ、第１の領域１０における再封止可能な接着剤１
２を担持する第１の横断縁帯域４’が、第２の領域１１における接着剤の無い第２の横断
縁帯域４”と接触させられることをさらに意味する。第１の折り畳み軸９の各々の側にお
いて距離ｄ１およびｄ２によって提供された空間は、容易にさせられた正確な折り畳みを
確実にしている。
【００５６】
　吸収性物品の個別の包装のための最も一般的な包装ユニットは、２つの折り畳み軸と、
長手方向縁と、横断縁とを備える長方形のシートである。このような実施形態は図３に示
されている。包装ユニット３０１は、包装ユニットを第１の領域３１０と第２の領域３１
１と第３の領域３１２とに分割する第１の折り畳み軸３０９および第２の折り畳み軸３０
９’を備えている。領域の各々は内側縁部３０５、３０５’、３０８と外側縁部３０６、
３０６’、３０７とを備える長方形のシートである。図３に示しているように、第１およ
び第３の領域の外側縁部３０６、３０７は、再封止可能な接着剤１２をそれぞれ提供され
ており、それによって第１および第３の接着剤帯域３１３、３１３’をそれぞれ形成し、
一方、第１および第３の領域の内側縁部３０５、３０８はそれぞれ接着剤無しである。図
３で見ることができるように、第１の接着剤帯域３１３は第１の折り畳み軸３０９から距
離ｄ１に配置されており、これは、折り畳み工具が第１の折り畳み軸３０９に位置付けら
れるのに十分な空間を提供している。図３に示した実施形態では、距離ｄ１は７ｍｍであ
る。さらに、第３の接着剤帯域３１３’は第２の折り畳み軸３０９’から７ｍｍである距
離ｄ３に配置されている。第２の領域３１１の外側縁部３０６’および内側縁部３０５’
は接着剤無しである。これは、シートが、図４に示しているように、折り畳み軸３０９、
３０９’の周りにｅ字形で折り畳まれるとき、再封止可能な接着剤１２を担持する第１の
領域３１０の外側縁部３０６または第３の領域３１２の外側縁部３０７が、折り畳みが第
１の折り畳み軸３０９または第２の折り畳み軸３０９’のどちらの周りで開始されるかに
依存して、および、第２の領域３１１と接触させられる第１および第３の領域３１０、３
１２のどちらかに依存して、第２の領域３１１における接着剤の無い外側縁部３０６’に
接触させられることをさらに意味する。図４に描写されている包装ユニットが折り畳まれ
る順番が重要なことではないことは、留意されるべきである。例えば、包装ユニットは、
第２の折り畳み軸３０９’の周りで折り畳まれ、第３の領域３１２を第２の領域３１１と
接触させ、外側縁部３０７、３０６’を封止してもよい。続いて、包装ユニットは、第１
の折り畳み軸３０９の周りに折り畳まれ、第１の領域３１０を第３の領域３１２の外面と
接触させ、それによって包装ユニットを封止する（図４）。折り畳みの順番は逆にされて
もよい。これは、本発明の包装ユニットが廃棄のために使用されるとき、使用者が、密封
された包装を得るために、包装ユニットを任意の具体的な順番で折り畳む必要がないため
、非常に有利である。包装ユニットは、折り畳む順番に係わらず、十分にぴったりとした
衛生的な包装を提供することになる。
【００５７】
　ぴったりとした包装を得るために、包装ユニット３０１の第１および第２の横断縁帯域
３０４’および３０４＊は、再封止可能な接着剤１２を提供されている。両方の横断縁帯
域３０４’および３０４＊が再封止可能な接着剤を提供されるとき、前述したように、折
り畳みの順番は重要ではない。第１および第２の横断縁帯域３０４’および３０４＊の一
方だけに、再封止可能な接着剤を提供することも検討可能である。この場合、折り畳みは
、接着剤の無い横断縁帯域の最も近くに位置決めされた折り畳み軸の周りで開始され、そ
のため、接着剤で被覆された横断縁帯域を備える領域が蓋を形成し、横断縁帯域に位置付
けられた再封止可能な接着剤が包装ユニットを封止する。
【００５８】
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　包装を開けるのを容易にするために、接着剤で被覆された部分は、包装ユニット３０１
の角部２１のうちの少なくとも１つが接着剤無しであるように位置決めされ、それによっ
て、包装を開くときに使用者によって把持される把持タブを形成している。さらに、接着
剤の無い角部２１は、包装ユニットが封止されるとき（図４）、排出開口として機能する
。
【００５９】
　本発明による包装ユニットが廃棄のために使用されるとき、使用者は、包装ユニットと
、包装ユニットに位置決めされた汚れた物品とを、それを折り畳むのではなく巻き上げる
ことを選択できる。
【００６０】
　本発明が様々な実施形態を参照して記載されてきたが、当業者は、変更が本発明の範囲
から逸脱することなく行われ得ることを認めることになる。詳細な記載が例示として見な
されることと、すべての均等物を含む添付の請求項が本発明の範囲を定義するように意図
されていることとが、意図されている。
【符号の説明】
【００６１】
　　１　包装ユニット
　　２　内面
　　３　外面
　　４　縁帯域
　　４’　第１の横断縁帯域
　　４”　第２の横断縁帯域
　　５　内側縁部
　　６　外側縁部
　　７　外側縁部
　　８　内側縁部
　　９　第１の折り畳み軸
　　１０　第１の領域
　　１１　第２の領域
　　１２　再封止可能な接着剤
　　１３　第１の接着剤帯域
　　１３’　第２の接着剤帯域
　　３０１　包装ユニット
　　３０４’、３０４＊　第１および第２の横断縁帯域
　　３０５、３０５’、３０８　内側縁部
　　３０６、３０６’、３０７　外側縁部
　　３０９　第１の折り畳み軸
　　３０９’　第２の折り畳み軸
　　３１０　第１の領域
　　３１１　第２の領域
　　３１２　第３の領域
　　３１３　第１の接着剤帯域
　　３１３’　第３の接着剤帯域
　　ｄ１　距離
　　ｄ２　距離
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【図４】



(15) JP 2017-521142 A 2017.8.3

10

20

30

40

【国際調査報告】
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